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計画策定にあたって



第1節計画改定の趣旨

国民誰もが、より長く元気に暮らしていくための基盤として、健康の重要性はより高まってきて

おり、平時から個人の心身の健康を保つため、健康づくりの取組を更に強化してぃくことが求めら

れています。平成25年度からは、健康増進法(平成14年法律第103号)1こ基づく方針である国

民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本的な方針(平成24年厚生労働省告示第430

号)を定め、「21世紀における第2次国民健康づくり運動(健康日本21(第2次))」(以下「健康日

本21(第2次)」という。)を開始し、令和5年度までを計画期間として、取組を推進してきました。

健康日本21(第2次)の最終評価等を踏まえ、当該方針を改正します。全ての国民が健やかで

心豊かに生活できる持続可能な社会の実現に向け、誰一人取り残さない健康づくりの展開

(1"clusion)とより実効性をもつ取組の推進(1mplemo"t肌io")を通じて、国民の健康の増進の総合

的な推進を図るための基本的な事項を示し、令和6年度から令禾m7年度までの「21世紀におけ

る第3次国民健康づくり運動(健康日本21(第3次))」を推進していくこととし下記の4つの基本的

な方向が示されました【図表 1】。

(1)健康寿命の延伸と健康格差の縮小

(2)個人の行動と健康状態の改善

(3)社会環境の質の向上

(4)ライフコースアプローチ絹台児期から高齢期に至るまでの人の生涯を経時的に捉えた健康づく

り)を踏まえた健康づくり

【図表1】
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また、基本的な方向性を達成するため、現状の数値とおおむね12年後の目標値を掲げ、目標

の達成に向けた取り組みがさらに強化されることになりました。

南風原町では平成15年3月に、「健康日本21」の取り組みを健康増進法に基づき、南風原町

の特徴や、町民の健康状態をもとに、健康課題を明らかにした上で、生活習慣病予防に視点をお

いた、健康増進計画「健康はえぱる21」を、平成25年3月に「健康はえぱる21(第2次)」を策定し、

取り組みを推進してきました。

今回、示された基本方針の方向、目標項目については、【図表2】のように考え、これまでの取

り組み評価、及び新たな健康課題などを踏まえ、【図表3】を基に健康はえぱる21(第3次)を策定

します。
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図表2 特定健診・特定保健指と国民儷康づくり運動

特定健診・特定保健指と国民健康づくり運動
~特定但診・特定保位指導のメリットを活かし、国民位庫づくり運勤を実1

【図表3】 特定健診・特定保健指導と国民健康づくり運動
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なお、本計画は平成27年9月に国連サミットで採択され「持続可能な開発のための2030アジェン

ダ」で掲げられた「持続可能な開発目標(SDGS)」の達成に資するものです。SDGSの「誰一人取り

残さない」という考え方は、住民の主体的な健康づくりを地域全体で支え、誰もが生涯にわたって

健康で幸せに暮らすことを目指す本町の健康づくりの方針と一致しています。本計画においては

SDGS17のゴールのうち「2 飢餓をゼロに」「3 すべての人に健康と福祉を」「4 質の高い教育を

みんなに」「5 ジェンダー平等を実現しよう」「8 働きがいも経済成長も」「11 住み続けられるまち

づくりを」「16 平和と公正をすべての人に」「1フパートナーシップで目標を達成しよう」の8つを念

頭に地域や関係団体等と連携しつつ、町民の健康を支える仕組みづくり1こ取り組みます。
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第2節計画改定の性格

①計画の位置づけ

本計画は、健康増進法第8条の規定に基づき策定する「市町村健康増進計画」です。また食育

基本法第 18条の規定に基づく「市町村食育推進計画」、自殺対策基本法第13条第2項の規定

に基づく「市町村自殺対策計画」として位置づけます。

また本計画は、第5次南風原町総合計画を上位計画とし、町民の健康の増進を図るための基本

的事項を示し、推進に必要な方策を明らかにするものです。本計画の推進にあたっては、国の

「国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本的な方針」を参考にしています。また、保

健事業の効率的な実施を図るため、医療保険者として策定する高齢者の医療の確保に関する法

律に規定する特定健康診査等実施計画と国民健康保険法に基づく保健事業の実施などに関す

る指針に規定する保健事業実施計画(データヘルス計画)を一体的に策定することで、医療保険

者として実施する保健事業と事業実施者として行う健康増進事業との連携を図ります。同時に、

今回の目標項目に関連する法律及び各種計画との十分な整合性を図るものとします。なお、本計

画は、【図表4】及び【図表5】に示す国・県・町の関連計画等と整合性を図りながら策定しています。

【図表4】
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【図表5】

第5次南風原町総合言十画(後期言十画)

南風原町地域福ネ止推進言十画

第3節計画の期間

本計画は、令和6年度から令和17年度までの12年間とします。なお6年(令和11年)を目途に

中間評価を行います。

第4節計画の対象

本計画は、胎児期から高齢期までのライフコースアプローチに応じた健康増進の取り組みを推

進するため、全町民を対象とします。
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